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ß 北 緯 三 七 度 九 分 五 八 秒 東 経 一 四 二 度 四 分

五 九 秒 の 地 点 を 中 心 と す る 半 径 〇 ・ 八 海 里

の 円 に よ っ て 囲 ま れ る 区 域 内

ç 北 緯 三 五 度 三 〇 分 九 秒 東 経 一 四 一 度 四 〇

分 一 〇 秒 の 地 点 を 中 心 と す る 半 径 一 海 里 の

円 に よ っ て 囲 ま れ る 区 域 内

æ 北 緯 三 四 度 二 五 分 四 六 秒 東 経 一 三 九 度 五

一 分 五 四 秒 の 地 点 を 中 心 と す る 半 径 〇 ・ 八

海 里 の 円 に よ っ て 囲 ま れ る 区 域 内

Ý 北 緯 三 四 度 四 四 分 四 六 秒 東 経 一 四 〇 度 二

九 分 五 九 秒 の 地 点 を 中 心 と す る 半 径 一 ・ 二

海 里 の 円 に よ っ て 囲 ま れ る 区 域 内

Ú 北 緯 三 四 度 五 分 三 秒 東 経 一 三 八 度 七 分 五

九 秒 の 地 点 を 中 心 と す る 半 径 一 ・ 三 海 里 の

円 に よ っ て 囲 ま れ る 区 域 内

ñ 北 緯 三 三 度 五 二 分 三 七 秒 東 経 一 三 七 度 三

五 分 四 二 秒 の 地 点 を 中 心 と す る 半 径 〇 ・ 九

海 里 の 円 に よ っ て 囲 ま れ る 区 域 内

ロ 期 間 平 成 二 十 三 年 二 月 十 七 日 か ら 平 成 二

十 三 年 三 月 四 日 ま で

三 水 路 測 量 の 実 施 方 法 音 響 測 距 装 置 、 Ｇ Ｐ Ｓ

測 位 装 置 、 塩 分 水 温 深 度 測 定 装 置 等 に よ る 海 底

地 殻 変 動 観 測

四 航 行 船 舶 に 対 す る 安 全 措 置

イ 測 量 船 は 、 水 路 業 務 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十

五 年 運 輸 省 令 第 五 十 五 号 ） 第 六 条 に 定 め る 標

識 を 掲 揚

ロ 三 管 区 水 路 通 報 第 五 号 （ 平 成 二 十 三 年 二 月

四 日 発 行 ） 、 四 管 区 水 路 通 報 第 三 十 五 項 （ 平

成 二 十 三 年 一 月 十 八 日 発 行 ） に よ り 通 報

〇 防 衛 省 告 示 第 二 十 二 号

自 衛 隊 の 大 規 模 広 報 施 設 に 係 る 入 場 料 の 徴 収 に

関 す る 実 験 の 実 施 に 関 す る 省 令 第 二 条 の 規 定 に 基

づ き 、 防 衛 大 臣 が 別 に 定 め る 自 衛 隊 の 大 規 模 広 報

施 設 及 び 入 場 料 の 額 を 定 め る 件 を 廃 止 す る 告 示 を

次 の よ う に 定 め 、 平 成 二 十 三 年 二 月 一 日 か ら 施 行

す る 。
平 成 二 十 三 年 二 月 一 日

防 衛 大 臣 北 澤 俊 美

自 衛 隊 の 大 規 模 広 報 施 設 に 係 る 入 場 料 の 徴

収 に 関 す る 実 験 の 実 施 に 関 す る 省 令 第 二 条

の 規 定 に 基 づ き 、 防 衛 大 臣 が 別 に 定 め る 自

衛 隊 の 大 規 模 広 報 施 設 及 び 入 場 料 の 額 を 定

め る 件 を 廃 止 す る 告 示

自 衛 隊 の 大 規 模 広 報 施 設 に 係 る 入 場 料 の 徴 収 に

関 す る 実 験 の 実 施 に 関 す る 省 令 第 二 条 の 規 定 に 基

づ き 、 防 衛 大 臣 が 別 に 定 め る 自 衛 隊 の 大 規 模 広 報

施 設 及 び 入 場 料 の 額 を 定 め る 件 （ 平 成 二 十 二 年 防

衛 省 告 示 第 百 九 十 九 号 ） は 、 廃 止 す る 。

〇 東 北 地 方 整 備 局 告 示 第 十 四 号

次 の よ う に 道 路 の 区 域 を 変 更 し た の で 、 道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 十 八 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

そ の 関 係 図 面 は 、 平 成 二 十 三 年 二 月 一 日 か ら 二 週 間 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。

平 成 二 十 三 年 二 月 一 日 東 北 地 方 整 備 局 長 徳 山 日 出 男

^ 道 路 の 種 類 一 般 国 道

_ 路 線 名 四 十 五 号

` 道 路 の 区 域

区 間 変 更 前

後 別 敷 地 の 幅 員 延 長

メ ー ト ル キ ロ メ ー ト ル

東 松 島 市 牛 網 字 駅 前 三 丁 目 三 番 三 か ら 同 市 牛 網 字 雉

子 狐 四 三 番 一 ま で

前
後

一 四 ・ 三 〇 〜 五 五 ・ 〇 八

一 四 ・ 三 〇 〜 五 五 ・ 〇 八

〇 ・ 八 八 〇

〇 ・ 八 八 〇

a 図 面 縦 覧 場 所 東 北 地 方 整 備 局 及 び 同 局 仙 台 河 川 国 道 事 務 所

〇 東 北 地 方 整 備 局 告 示 第 十 五 号

次 の よ う に 道 路 の 供 用 を 開 始 す る の で 、 道 路 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百 八 十 号 ） 第 十 八 条 第 二 項 の

規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

そ の 関 係 図 面 は 、 平 成 二 十 三 年 二 月 一 日 か ら 二 週 間 一 般 の 縦 覧 に 供 す る 。

平 成 二 十 三 年 二 月 一 日 東 北 地 方 整 備 局 長 徳 山 日 出 男

路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 図 面 縦 覧 場 所

四 十 五 号 東 松 島 市 牛 網 字 駅 前 三 丁 目 三 番 三 か ら 同 市 牛 網 字 駅 前 一

丁 目 一 番 三 ま で

東 北 地 方 整 備 局 及 び 同 局 仙

台 河 川 国 道 事 務 所

供 用 開 始 の 期 日 平 成 二 十 三 年 二 月 一 日

２ 法第20条第２号の要件への適合性
県道盛岡和賀線（以下「本路線」という。）
は、道路法第７条の規定により岩手県知事が
県道に認定した路線であり、同法第15条の規
定により岩手県が道路管理者であることなど
から、起業者である岩手県は、本件事業を遂
行する充分な意思と能力を有すると認められ
る。
したがって、本件事業は、法第20条第２号
の要件を充足すると判断される。
３ 法第20条第３号の要件への適合性
\ 得られる公共の利益
本路線は、岩手県盛岡市を起点とし、花
巻市等を経て北上市に至る延長約51›の幹
線道路であり、盛岡都市圏の通勤・通学や
物流を担うとともに、災害対策基本法（昭
和36年法律第223号）に基づき岩手県防災
会議が策定した岩手県地域防災計画におい
て緊急輸送道路に指定されており、防災上
も重要な路線となっている。

しかしながら、盛岡市下太田田端地内か
ら同市羽場７地割地内までの本路線（以下
「現道」という。）は、自動車交通量が多い
にもかかわらず、２車線道路であり、右折
車線の整備が十分でないことなどから交通
混雑が発生するなど、幹線道路としての機
能が著しく低下している。
平成17年度道路交通センサスによると、
現道の自動車交通量は、盛岡市中太田地内
で14¶611台／日、混雑度1•34となっている。
本件事業は、起点側の延長1¶800N区間
に４車線のバイパスを建設し、終点側の延
長1¶350N区間については現道を４車線に
拡幅するものであり、本件事業の完成によ
り、起点側の区間において自動車交通が分
散するとともに、終点側の区間においても
十分な交通容量が確保されることから、現
道の交通混雑が緩和されると認められる。
また、道路構造令（昭和45年政令第320号）
に定める規格を満たす良好な道路の整備に
より、年間を通した安全かつ円滑な交通が
確保されると認められる。
なお、本件事業が生活環境等に及ぼす影
響については、本件事業は環境影響評価法
（平成９年法律第81号）等に基づく環境影
響評価実施対象事業ではないが、起業者が
任意に平成17年度に環境影響調査を実施し
ており、大気質、騒音及び振動のいずれの
項目においても環境基準等を満足するもの
と予測されている。また、計画交通量の見
直し等を踏まえ、起業者が照査したところ、
いずれの項目においても環境基準等を満足
するものと予測されている。
したがって、本件事業の施行により得ら
れる公共の利益は、相当程度存するものと
認められる。

] 失われる利益
起業者が実施した文献調査及び有識者へ
の確認等によると、本件区間内の土地には、
絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存
に関する法律（平成４年法律第75号）等に
より起業者が保護のため特別の措置を講ず
べき動植物は見受けられない。
なお、本件区間内の土地には、文化財保
護法（昭和25年法律第214号）による周知
の埋蔵文化財包蔵地が８箇所存在するが、

〇 東 北 地 方 整 備 局 告 示 第 十 六 号

土 地 収 用 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 二 百 十 九 号 。

以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 十 条 の 規 定 に 基 づ き 事 業

の 認 定 を し た の で 、 法 第 二 十 六 条 第 一 項 の 規 定 に

基 づ き 次 の と お り 告 示 す る 。

平 成 二 十 三 年 二 月 一 日

東 北 地 方 整 備 局 長 徳 山 日 出 男

第１ 起業者の名称 岩手県
第２ 事業の種類 県道盛岡和賀線改築工事（羽
場拡幅・岩手県盛岡市羽場地内）

第３ 起業地
１ 収用の部分 岩手県盛岡市羽場14地割地内
２ 使用の部分 なし
第４ 事業の認定をした理由

申請に係る事業は、以下のとおり、法第20

条各号の要件をすべて充足すると判断される
ため、事業の認定をしたものである。
１ 法第20条第１号の要件への適合性
申請に係る事業は、岩手県盛岡市本宮字小
幅地内から同市羽場７地割地内までの延長
3¶150Nの区間（以下「本件区間」という。）
を全体計画区間とする「県道盛岡和賀線改築
工事」（以下「本件事業」という。）のうち、上
記の起業地に係る部分である。
本件事業は、道路法（昭和27年法律第180

号）第３条第３号に掲げる都道府県道に関す
る事業であり、法第３条第１号に掲げる道路
法による道路に関する事業に該当する。
したがって、本件事業は、法第20条第１号
の要件を充足すると判断される。
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